
　

令
和
４
年
12
月
２
日

（
金
）、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ

ラ
ザ
長
田
に
て
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

156
名
近
く
の
方
々
が

参
加
さ
れ
、
大
会
は
盛
り

上
が
り
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
の

代
わ
り
に

腕
を
あ
わ

せ
た
り
、

楽
し
く
進

行
し
ま
し

た
。

　

各
区
か
ら
代
表
と
し
て
４

チ
ー
ム
が
選
ば
れ
、
計
36
チ

ー
ム
が
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

午
前
９
時
30
分
に
開
会
式

が
始
ま
り
、
大
辻
理
事
長
か

ら
は
チ
ー
ム
戦
と
し
て
、
暑

い
中
で
も
和
や
か
に
協
力
し

て
ほ
し
い
と
の
ご
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
体
操
を
し
、
身

体
が
温
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
い

よ
い
よ
プ
レ
ー
が
ス
タ
ー
ト

　

令
和
４
年
11
月
10
日

（
木
）、
し
あ
わ
せ
の
村
の
運

動
広
場
に
て
、
秋
季
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

い
た
し
ま
し
た
。

　

朝
早
く
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、「
芝
生
が
濡
れ
て

い
て
飛
び
に
く
い
」
と
湿

っ
た
芝
生
に
苦
戦
さ
れ
て

い
る
声
も
あ
り
ま
し
た

が
、
芝
生
が
乾
く
に
つ

れ
、
本
来
の
実
力
を
発
揮

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
暑
い

く
ら
い
の
好
天
に
負
け
な

い
ほ
ど
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
狙
っ
て
白
熱
し
た
大

会
で
し
た
。

好
天
の
な
か
、

好
天
の
な
か
、

		

各
区
の
代
表
が
熱
戦

各
区
の
代
表
が
熱
戦

作
品
展
好
評
！

作
品
展
好
評
！

昨
年
を
上
回
る
２
０
０
点
に

昨
年
を
上
回
る
２
０
０
点
に

令
和
４
年
度
　
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第 57 回　第 57 回　高 齢 者 美 術 作 品 展高 齢 者 美 術 作 品 展

令和４年度輪投げ大会

しあわせの村 ウォークラリー参加

令和４年度ボウリング大会

364名が練習の成果を発揮364名が練習の成果を発揮
　

令
和
４
年
11
月

25
日
（
金
）、
神

戸
市
立
中
央
体
育

館
に
て
、
輪
投
げ

大
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

364
名
と
い
う
多

く
の
方
々
が
体
育

館
に
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
手
袋
を
し

た
り
準
備
を
行

い
、
気
合
十

分
。

　

個
人
戦
と

し
て
、
男
性

は
５
メ
ー
ト

ル
、
女
性
及

び
90
歳
以
上

　

第
57
回
神
戸
市
高
齢
者
美

術
作
品
展
（
神
戸
市
・
神
戸

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
こ

う
べ
市
民
福
祉
振
興
協
会
主

催
、
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議

会
・
神
戸
市
老
人
福
祉
施
設

連
盟
・
神
戸
市
民
文
化
振
興

財
団
後
援
・
兵
庫
県
神
戸

県
民
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
） 

を
、
令
和
４
年
12
月
16
日

（
金
）
か
ら
19
日
（
月
）
の

４
日
間
、兵
庫
県
民
会
館（
２

階
・
大
展
示
室
）
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
展
に
は
、

525

名
の
多
く
の
方
々
に
来
場
し

て
い
た
だ
き
、
心
動
か
さ
れ

る
作
品
一
つ
ひ
と
つ
に
感
嘆

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

歓
声
あ
ふ
れ
る
大
会

歓
声
あ
ふ
れ
る
大
会

の
男
性
は
４
メ
ー
ト
ル
の
距
離

か
ら
３
回
競
技
を
行
い
ま
し

た
。

　
「
遠
い
方
が
投
げ
や
す
い
」

と
５
メ
ー
ト
ル
か
ら
投
げ
ら

れ
る
女
性
の
方
な
ど
、
こ
だ

わ
り
を
持
っ
て
競
技
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
１
回
の
競
技

で
45
点
を
取
ら
れ
た
方
も
お

り
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

存
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
内
容
は
、
洋
画

105

点
、
日
本
画
29
点
、
書
11
点
、

写
真
47
点
、
陶
芸
８
点
の
合

計
200
点
と
、
昨
年
を
上
回
る

出
展
が
あ
り
ま
し
た
。（
最

高
齢
出
展
者
は
94
歳
）

　

12
月
15
日
（
木
）
に
は
、

作
品
審
査
が
行
わ
れ
、
部
門

ご
と
に
金
賞
、
銀
賞
、
銅

賞
、
努
力
賞
が
決
定
、
各
部

門
の
金
賞
作
品
は
次
の
通
り

で
す
。（
敬
称
略
）

洋
画
の
部

馬
場　

年
子
（
垂
水
区
）

日
本
画
の
部

植
田　

芳
造
（
西
区
）

書
の
部

西
村
あ
い
子
（
長
田
区
）

写
真
の
部

田
村　

新
市
（
垂
水
区
）

陶
芸
の
部

川
村　

良
幸
（
西
区
）

　

令
和
４
年
10
月
22
日

（
土
）、
毎
年
恒
例
の
し
あ
わ

せ
の
村
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が

行
わ
れ
、
約

300
名
が
参
加
、

し
あ
わ
せ
の
村
内
の
コ
ー
ス

約
４
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。　
　

　

神
戸
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
方
で
、
そ
の
家
族
・
友

人
も
一
緒
に
参
加
で
き
、
に
こ

や
か
に
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
ま
し
た
。

　

開
催
期
間
中
に
来
場
さ
れ

た
皆
さ
ん
の
投
票
に
よ
る
賞

の
受
賞
作
品
は
、
次
の
通
り

で
す
。（
敬
称
略
）　

 

う
る
お
い
賞

太
田　

豊
和
（
北
区
）

い
き
が
い
賞

栁
生　

峰
節
（
東
灘
区
）

ふ
れ
あ
い
賞

笹
埜　

英
明
（
須
磨
区
）

仲間に見られながら

思わず心惹かれる作品

作品総数 200 点 見応えあり！

渾身のフルスイング！

高得点狙い！

豪快に一球入魂

拍手で迎える
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区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

須
磨
区
老
連

灘
区
老
連

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
運
営

第
12
回 

灘
区
総
合
芸
術
祭
開
催

　

令
和
４
年
10
月
29
日

（
土
）
10
時
〜
15
時
、
Ｊ
Ｒ

灘
駅
北
側
広
場
（
特
設
会

場
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
絶
好
の
秋
晴
れ
の
も

と
、
は
じ
め
に
灘
区
役
所
丹

本
陽
区
長
の
開
催
の
喜
び
と

激
励
お
よ
び
関
係
者
へ
の
感

謝
の
挨
拶
が
あ
り
、
次
に
神

戸
県
民
セ
ン
タ
ー
大
久
保
和

代
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
も
お
祝

い
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
に
地
域
を
代
表

し
て
原
田
資
料
館
の
松
浦
昌

芳
館
長
か
ら
開
催
の
挨
拶
の

須
磨
区
老
連
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
年
に
２

回
春
季
と
秋
季
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

私
が
所
属
し
て
い
る
竜
が

台
朗
友
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
部
は
30
数
人
お
り
、
毎

週
月
・
水
・
金
の
週
３
回
地

域
内
の
竜
が
丘
公
園
で
熱
心

に
練
習
お
よ
び
競
技
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
か
最

近
は
、
区
老
連
の
大
会
で
常

に
良
い
成
績
を
出
し
て
い
ま

す
。
そ
の
成
績
に
感
化
さ

れ
、
昨
年
の
秋
季
大
会
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
部
の
応
援
と
し
て

大
会
の
当
日
運
営
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

初
め
て
参
加
し
た
時
に
感

じ
た
の
で
す
が
、
理
事
会
の

ス
ポ
ー
ツ
部
の
者
だ
け
で
は

到
底
運
営
で
き
な
い
の
が
分

か
り
ま
し
た
。
運
営
に
は
、

元
理
事
や
完
全
に
単
位
ク
ラ

ブ
の
会
長
を
退
か
れ
た
人
さ

ら
に
他
の
部
会
の
人
等
十
数

人
で
運
営
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
忙
し
い
の
は
200
人

近
い
人
が
、
１
ラ
ウ
ン
ド
が

終
了
し
成
績
表
を
提
出
さ
れ

灘区老連混声合唱団

裏方作業も大変です

後
、
第
12
回
灘
区
総
合
芸
術

祭
の
開
催
宣
言
が
発
せ
ら
れ

芸
術
祭
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　

ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

13
組
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を

飾
り
、
灘
区

老
連
混
声

合
唱
団
（
31

名
）
が
爽
や

か
な
衣
装

で
「Stand 

Alone

・
秋

の
童
謡
唱
歌

メ
ド
レ
ー
（
故
郷
の
空
・
赤

と
ん
ぼ
・
紅
葉
）
あ
の
素
晴

ら
し
い
愛
を
も
う
一
度
」
が

熱
唱
さ
れ
、
大
き
な
拍
手
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、

中
学
・
高
校
・
大
学
生
に
よ

る
「
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
吹
奏

楽
・
合
唱
・
書
道
・
能
楽
等
」

日
頃
の
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
６
か

所
で
開
催
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
大
学
生
、
地
域
の
方
々

に
よ
る
（
小
物
入
れ
・
干
支

飾
り
・
寄
せ
植
え
体
験
・
さ

を
り
織
り
体
験
・
書
道
体

験
）
が
行
わ
れ
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
客
席
は
満
席
で
立

見
席
が
で
き
る
な
ど
多
勢
の

観
客
で
大
盛
況
の
芸
術
祭
と

な
り
ま
し
た
。

　

混
声
合
唱
団
の
皆
さ
ま
、

素
晴
ら
し
い
合
唱
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
お
疲

れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
ら
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
も
２
ラ
ウ
ン
ド
、

３
ラ
ウ
ン
ド
と
終
了
す
る
た

び
に
成
績
表
の
チ
ェ
ッ
ク
は

大
変
な
作
業
で
す
。

　

ま
た
、
記
録
者
が
急
遽
欠

席
さ
れ
た
場
合
に
は
、
記
録

者
の
代
わ
り
も
し
ま
す
。
そ

の
状
況
を
見
て
私
も
今
後
運

営
の
お
手
伝
い
を
し
よ
う
と

決
め
た
瞬
間
で
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
部
は
行
事
も
多

く
道
具
の
運
搬
・
保
管
等
裏

方
仕
事
も
大
変
な
の
が
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。

垂
水
区
老
連

３
年
振
り
の
開
催

　

令
和
4
年
11
月
18
日

（
金
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

３
年
ぶ
り
に
「
楽
し
い
つ
ど

い
」
を
舞
子
ビ
ラ
あ
じ
さ
い

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
た
。

　

各
ク
ラ
ブ
が
日
頃
取
り
組

ん
で
い
る
演
目
を
披
露
す
る

場
と
し
て
、
は
じ
め
ら
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
催
し

で
、
今
回
は
47
回
目
と
な

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も

開
催
す
る
か
、
見
送
る
か
議

論
し
た
が
、
松
木
会
長
の
強

い
想
い
で
、
ま
ず
会
場
を
確

保
し
、
出
演
を
希
望
す
る
ク

ラ
ブ
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
11

ク
ラ
ブ
、
18
演
目
の
申
し
出

が
あ
り
、
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

幸
い
に
も
、
感
染
の
状
況

は
小
康
状
態
で
、
出
演
し
な

い
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
も
役

割
を
分
担
し
、
区
老
連
全
体

で
取
り
組
ん
だ
。

　

第
１
部
で
は
、
垂
水
区
老

連
松
木
会
長
、
来
賓
の
垂
水

区
役
所
ま
ち
づ
く
り
課
音
瀬

地
域
支
援
担
当
課
長
、
垂
水

警
察
署
廣
地
署
長
、
市
老

連
鹿
野
事
務
局
長
の
挨
拶
の

後
、
垂
水
警
察
署
生
活
安
全

課
長
の
特
殊
詐
欺
防
止
の
た

め
の
話
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

10
分
の
休
憩
の
後
、
第
２
部

演
芸
の
部
に
移
っ
た
。

　

ト
ッ
プ
は
道
親
会
の
コ
ー

ラ
ス
で
村
祭
り
と
矢
車
草
を

歌
い
上
げ
た
。
次
い
で
滝
の
茶

屋
ク
ラ
ブ
、
ダ
ン
ス
で
ブ
ル

ー
ラ
イ
ト
ヨ
コ
ハ
マ
を
披
露
。

狩
口
シ
ニ
ヤ
俱
楽
部
は
民
踊

こ
う
べ
港
音
頭
。
小
束
山
む

つ
み
会
は
詩
吟
・
長
寿
の
詩
。

続
い
て
、
垂
水
福
寿
会
は
カ

ラ
オ
ケ
・
河
内
男
節
と
愛
の

か
げ
ろ
う
を
熱
唱
し
た
。

　

さ
ら
に
、
霞
ヶ
丘
健
寿
会

は
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
バ
ー

ジ
ニ
ア
リ
ー
ル
と
き
よ
し
の

ズ
ン
ド
コ
節
を
舞
台
い
っ

ぱ
い
に
繰
り
広
げ
、
次
い

で
、
狩
口
シ
ニ
ヤ
俱
楽
部
の

笑
い
ヨ
ガ
。
会
場
も
一
体
と

な
っ
て
笑
い
を
振
り
撒
い
て

い
た
。
道
親
会
が
カ
ラ
オ
ケ

と
日
本
舞
踊
で
お
ん
な
の
真

田
丸
を
披
露
し
、
霞
ヶ
丘
健

寿
会
は
広
い
舞
台
の
真
ん
中

で
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
展

開
。
少
し
の
手
違
い
も
愛
嬌

で
喝
采
を
受
け
た
。

　

10
分
の
休
憩
の
あ
と
、
後

半
の
東
部
老
人
ク
ラ
ブ
の
コ

ー
ラ
ス
・
ア
イ
ノ
カ
タ
チ
。

つ
つ
じ
が
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
日
本
舞
踊
・
お
ん
な
七
里

神
楽
坂
。
東
部
老
人
ク
ラ
ブ

の
民
謡
・
Ｔ
Ｈ
Ｅ
明
石
海
峡

大
橋
。
滝
の
茶
屋
ク
ラ
ブ
の

ダ
ン
ス
・
こ
の
広
い
野
原
い

っ
ぱ
い
で
舞
台
い
っ
ぱ
い
。

神
陵
台
三
樹
会
は
カ
ラ
オ

ケ
・
白
い
海
峡
を
独
唱
。
つ

つ
じ
が
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は

詩
吟
・
詠
富
士
山
と
民
踊
天

竜
下
れ
ば
を
、
矢
元
台
む
つ

み
会
は
リ
ズ
ム
体
操
・
八
重

の
ふ
る
さ
と
・
テ
ネ
シ
ー
ワ

ル
ツ
を
舞
台
全
体
で
。　
　

　

最
後
は
狩
口
シ
ニ
ヤ
俱

楽
部
の
コ
ー
ラ
ス
・
紅
葉
と

故
郷
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露

し
、
全
演
目
を
終
了
し
た
。

　
「
出
演
者
の
生
き
生
き
と

し
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
飾
る
！

ご来賓の皆さま

松木会長の挨拶

美しいハーモニーが響きます

日頃の練習の成果を発表
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長
田
区

　
長
楽
す
み
れ
会

　
　
　
荒
川
　
博
之
　

　
「
囲
碁
ボ
ー
ル
の
会
を
し

ま
せ
ん
か
」
と
の
お
誘
い
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、「
囲

碁
ボ
ー
ル
」
が
何
た
る
か
新

米
の
私
に
は
さ
っ
ぱ
り
分
か

り
ま
せ
ん
。
後
で
調
べ
ま
し

た
ら
、
兵
庫
県
丹
波
市
発
祥

の
ボ
ー
ル
競
技
で
、
丹
波
市

の
石
見
神
社
に
囲
碁
で
紛
争

を
解
決
し
た
故
事
が
あ
る
の

に
ち
な
み
、
１
９
９
２
年
町

お
こ
し
と
し
て
考
案
さ
れ
た

と
い
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

兵
庫
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
！

　

そ
も
そ
も
の
発
端
は
、
区

老
連
で
単
位
ク
ラ
ブ
だ
け
で

の
活
動
に
は
限
界
が
あ
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
で
よ
り
魅
力
あ
る

活
動
を
し
て
活
性
化
し
よ
う

と
の
提
唱
に
応
え
て
、
近
隣

の
二
久
塚
長
老
会
・
野
田
地

区
長
寿
会
・
長
楽
す
み
れ
会
・

海
運
北
長
寿
会
の
４
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

「
奉
仕
の
精
神
」で
地
域
社
会
に
貢
献

兵
庫
区

　
西
出
町
菜
の
花
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
大
崎
　
照
美

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
し
て
い
る
時
期
で

も
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報

道
さ
れ
る
感
染
者
数
が
気
に

な
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
私
た
ち

は
毎
週
日
曜
日
の
朝
８

時
か
ら
９
時
ま
で
15
人

程
で
、
公
園
の
落
ち
葉

掃
き
や
雑
草
取
り
を
し

て
ゴ
ミ
袋
10
～
15
袋
を
集
め

て
い
ま
す
。
日
常

に
お
い
て
、
ゴ
ミ

は
ゴ
ミ
を
呼
び
、

ひ
と
つ
落
ち
て
い

れ
ば
二
つ
三
つ
と

増
え
、
一
方
き
れ

い
な
所
に
ゴ
ミ
は

捨
て
に
く
い
も
の

で
す
。
そ
う
思
い
私
た
ち
は

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

役
員
の
方
に
は
、
公
園
の

花
壇
の
水
や
り
や
、
地
域
の

中
の
ネ
コ
の
糞
や
尿
の
始

末
、
毎
晩
懐
中
電
灯
を
照
ら

し
な
が
ら
見
守
り
を
続
け
る

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
の
お
か
げ
で
西
出
町

公
園
で
は
き
れ
い
な
花
に
心

癒
さ
れ
、
ま
た
、
子
供
た
ち

が
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

毎
日
お
世
話
を
し
て
く
だ

さ
る
方
々
が
体
を
こ
わ
さ
れ

な
い
か
と
心
配
で
す
が
、
奉

仕
の
精
神
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

囲
碁
ボ
ー
ル
の
会
開
催

東
灘
区

　
魚
崎
郷
四
丁
目
Ｏ
Ｂ
会

　
清
水
　
博
子

　

秋
の
一
日
、
快
晴
の
魚
崎

郷
西
浜
公
園
で
「
わ
な
げ
で

あ
そ
ぼ
う
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
神
戸
市
子
育
て
支
援
の

一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
が
、
来
年
度
会
員
募
集

も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

早
朝
よ
り
公
園
の
大
き
な

木
に
赤
や
黄
色
の
色
と
り
ど

を
設
置
し
て
完
成
、
こ
れ
で

子
供
さ
ん
が
こ
ろ
ん
で
も
安

心
で
す
。

　

公
園
設
営
の
間
か
ら
流
れ

て
い
た
ラ
ジ
カ
セ
の
音
楽

で
気
分
が
盛
り
上

が
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
、
老
人
会
の

面
々
と
ラ
ジ
オ
体

操
で
す
。
参
加
者

が
身
体
を
ほ
ぐ
し

て
い
る
間
に
次
々

と
親
子
連
れ
が
集

ま
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
ち
い
さ
な

腕
に
９
本
の
輪
を

通
し
、
プ
レ
ー
に
興
じ
て
い

る
姿
は
、
な
ん
と
も
可
愛
い

も
の
で
す
。

クラブの皆さん

り
の
ち
ょ
う
ち
ん
を
張
り
巡

ら
し
、
地
面
に
は
、
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
敷
き
、
輪
投
げ
台

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
毎
日

が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
に

会
員
み
ん
な
で
喜
ん
で
も
ら

え
る
企
画
を
考
え
、
手
助
け

が
で
き
る
存
在
で
あ
る
こ

と
。
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
。
あ
り
が
と
う
の
一
言
が

私
た
ち
の
活
力
に
な
り
や
り

が
い
も
感
じ
て
い
ま
す
。クラブの皆さんで力を合わす

が
合
同
で
、
昨
年
7
月
13
日

（
水
）
46
名
が
参
加
、
長
田
署

の
方
に
よ
る
高
齢
者
の
事
故

に
つ
い
て
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
使

っ
た
参
加
型
の
講
演
会
を
開

催
し
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
第
２
弾
と
し
て
冒
頭
の

お
話
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

従
前
か
ら
老
人
会
に
と
り

ま
し
て
、
参
加
は
し
た
い
け

れ
ど
遠
い
と
こ
ろ
は
嫌
、
と

い
う
雰
囲
気
が
あ
り
４
ク
ラ

ブ
が
寄
り
や
す
い
、
長
楽
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を

設
定
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

こ
の
度
も
こ
こ
で
開
催
。
10

月
14
日
（
金
）
48
名
が
参
加
、

会
員
に
は
初
め
て
の
方
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
の
で
、
婦
人

会
の
方
か
ら
ル
ー
ル
説
明
を

受
け
て
ス
タ
ー
ト
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
ス
テ
ィ

ッ
ク
で
白
と
黒
の
ボ
ー
ル
を

打
ち
、
５
メ
ー
ト
ル
、
２
メ

ー
ト
ル
の
一
部
に
描
か
れ
た

碁
盤
目
に
、
五
目
並
べ
よ
ろ

し
く
ボ
ー
ル
を
置
い
て
い
く

の
で
す
が
、
先
の
人
が
置
い

た
ボ
ー
ル
を
は
じ
く
こ
と
も

可
能
で
、
競
技
者
だ
け
で
な

く
応
援
す
る
ほ
う
に
も
力
が

入
り
、
マ
ス
ク
越
し
に
声
援

し
あ
い
盛
り
上
が
っ
た
時
間

を
持
て
ま
し
た
し
、
単
位
ク

ラ
ブ
の
垣
根
を
越
え
て
の
知

り
合
い
も
で
き
、
春
ま
た
会

い
ま
し
ょ
う
と
約
束
を
し
て

散
会
し
ま
し
た
。

皆で支えて慎重に

いつもキレイに　気持ちが良い公園

準備体操で身体をほぐす

　

点
数
が
入
る
度
に
、「
わ

あ
っ
」
と
歓
声
が
上
が
り
、

子
供
さ
ん
も
満
足
そ
う
に
お

土
産
の
お
菓
子
を
受
け
取
っ

て
帰
り
ま
す
。
感
染
予
防
対

策
で
、
次
々
と
輪
っ
か
を
拭

く
方
々
は
、
忙
し
く
ご
苦
労

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
行
事
と
重
な
り
、

大
盛
況
と
ま
で
は
い

か
な
か
っ
た
も
の
の
、

孫
や
ひ
孫
の
よ
う
な

子
供
た
ち
と
一
緒
に

過
ご
せ
た
時
間
は
、

笑
顔
、
笑
顔
の
連
続

で
、
世
代
間
交
流
に

一
役
か
っ
た
か
な
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年

度
が
会
員
減
と
な
ら
ず
に
す

み
そ
う
な
活
動
も
で
き
た
と

の
こ
と
、
お
世
話
下
さ
っ
た

方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
、
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
そ
し
て

会
員
一
同
お
茶
や
お
菓
子
の

お
土
産
を
手
に
、
来
年
度
も

開
催
で
き
ま
す
よ
う
祈
り
な

が
ら
終
了
、
解
散
し
ま
し
た
。

何目そろうかな？

子
育
て
支
援
を
楽
し
く
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文
芸
欄

文
芸
欄

俳
　
　
句

俳
　
　
句

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
央
区
）

鈍に
び
い
ろ色
の
空
に
轟
く
雪
起
こ
し	

	

和　

子

冬
木
立
水
辺
の
鳥
は
た
だ
一
羽	

	

悦　

子

牡
蠣
鍋
を
囲
む
仲
間
に
唄
が
出
る	

	

千
枝
子

ハ
イ
カ
ー
の
賑
は
ひ
絶
え
て
山
眠
る		

道　

子

ク
レ
ー
ン
船
釣
り
上
げ
た
の
は
牡
蠣
筏	
恵　

子

今
生
の
別
れ
忍
ば
せ
賀
状
書
く	

	
　

丘　
　

あ
つ
飯
に
鰤
の
煮
こ
ご
り
溶
け
し
朝		
和　

志

牡
蠣
の
店
女
将
の
夢
は
海
を
越
え	

	

哲　

男

黄
落
や
六
甲
お
ろ
し
山
眠
る	

	

啓　

臣

梅
の
美
会
（
兵
庫
区
）

垂
れ
下
る
今
に
も
折
れ
る
実
南
天	

	

山
口　

茂
子

健
や
か
に
迎
え
し
春
の
祝
い
酒	

	

粟
野　

富
江

尖
ら
せ
た
エ
ン
ピ
ツ
二
本
初
日
記	

	

山
田　

朝
子

元
日
や
長
寿
を
謝
し
つ
酌
む
ひ
と
り		

藤
井　

歌
子

青
葉
ク
ラ
ブ
（
北
区
）

親
の
手
を
振
り
切
り
子
ら
は
雪
を
踏
む	

馬
場
み
つ
え

臘
梅
の
薫
れ
る
庭
や
誰た

が
住す

ま
い居	

	

前
川　

弘
子

し
わ
ぶ
い
て
葛
根
湯
服
む
気
休
め
か		

山
本　

恒
雄

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
区
）

節
分
や
鬼
も
仲
間
に
卒
寿
わ
れ	

	

て
る
子

空
澄
み
て
秋
の
勝
山
山
燃
ゆ
る	

	

南　

久
美
子

風
花
ゆ
く
有
明
の
衣
纏
わ
れ
つ	

	

松
村
二
三
枝

山
装
う
ゴ
ン
ド
ラ
の
行
く
寒
霞
渓	

	

山
下　

久
一

冬
ご
も
り
等
圧
線
の
縞
模
様	

	

若
林　

節
子

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
区
）

初
日
さ
す
硯す

ず
り

の
海
は
平
和
な
り		



辻　

寿
賀
子

こ
ぼ
れ
種
庭
に
広
が
る
桜
草		



石
井　

敏
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
区
）

秋
の
夜
長
話
す
相
手
は
亡
き
夫ひ

と

よ	
	

塩
見　

光
子

手
み
や
げ
の
鯛
焼
き
か
か
え
小
走
り
に	

筒
井　

豊
子

日
短
か「
お
先
に
」言
え
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア	

中
井　

光
子

と
り
ど
り
の
色
を
野
に
置
き
秋
深
む		

矢
谷
登
美
子

北
斗
句
会
（
北
区
）

窯
出
し
の
兎
並
べ
て
年
の
暮	

	

脇
坂
有
多
子

幣ぬ
さ

の
鈴
頭
垂
れ
聞
く
七
五
三	

	

松
本　

洋
子

句
敵
を
忍
ぶ
一
句
や
初
時
雨	

	

岸
下　

庄
二

波
郷
忌
や
句
を
語
り
合
う
友
の
逝
く		

藤
井
久
美
子

小
康
を
得
し
と
の
便
り
秋
晴
る
る	

	

金
行　
　

隆

孫
文
の
墨
書
や
は
ら
か
冬
灯	

	

久
松　

礼
子

ビ
ル
街
を
包
む
讃
美
歌
降
誕
祭	

	

黒
田　

久
江

路
地
奥
に
残
る
板
塀
花
八
ツ
手	

	

秋
山　

弘
之

ス
キ
ッ
プ
も
な
さ
ぬ
振
袖
七
五
三	

	

川
原　
　

正

串
本
の
水す

い
て
ん
い
っ
ぺ
き

天
一
碧
石
蕗
の
花	

	

増
田　

嗣
夫

見
山
台
新
樹
会
（
北
区
）

昔
ど
さ
り
今
は
パ
ラ
リ
の
年
賀
状	

	

丸
尾　

嘉
子

老
友
の
生
き
て
る
証
年
賀
状	

	

藤
田　

和
夫

雪
催
い
高
速
バ
ス
の
客
６
人	

	

佐
溝
満
喜
子

え
ー
い
ひ
と
ー
つ
そ
ー
れ
掛
声
除
夜
の
鐘	

高
石　

勝
行

賀
状
数
枚
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
聞
き
手
は
右	

貞
永　

弘
子

住
み
慣
れ
し
街
又
１
年
歳
明
け
る	

	

石
本　

宏
一

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
妻
に
逆
ら
い
雪
を
待
つ	

吉
田　
　

勲

福
寿
草
句
会
（
須
磨
区
）

裸
婦
像
に
真
赤
な
ケ
ー
プ
冬
来
る	

	

林　
　

慎
一

ラ
ン
ナ
ー
の
熱
気
で
飛
ば
す
時
雨
雲		

上
原　

綾
子

身
に
し
む
や
戦
力
外
の
記
事
小
さ
き	

	

松
下
修
二
郎

多
聞
台
と
き
わ
会
文
芸
部
（
垂
水
区
）

霜
の
朝
布
団
乾
か
す
庭
光
る	

	

中
村
佳
代
子

霜
の
朝
息
の
白
さ
に
目
覚
め
た
り	

	

大
畑
留
理
子

初
霜
や
日
射
し
の
合
い
間
光
り
あ
り		

久
下　

順
司

霜
の
朝
外そ

と
で出
の
猫
が
駆
け
戻
り	

	

山
本
雄
二
郎

霜
焼
け
が
弟
の
耳
赤
く
染
め	

	
樋
山　

隆
夫

日
輪
の
ま
ぶ
し
き
朝
や
霜
の
庭	

	
木
村　

敏
博

月
が
丘
む
つ
み
会
（
西
区
）

青
天
や
夕
日
に
映
え
る
紅
葉
樹	

	

藤
森　

勝
子

お
開
き
で
襟
た
て
帰
路
に
寒
月
や	

	

川
上　

富
範

◆
個
人

初
夢
は
北
斎
の
富
士
鷹
茄
子	

（
灘
）	

福
井　

悦
子

イ
エ
ス
と
も
ノ
ー
と
も
言
え
ず
懐
手	

（
灘
）	

山
上　

幸
子

夫
や
子
に
会
へ
る
菩
提
寺
初
詣	

（
北
）	

竹
村　

良
子

万
両
の
色
濃
く
な
り
て
庭
の
隅	

（
北
）	

山
田
キ
ミ
子

割
烹
着
つ
け
た
る
よ
り
の
師
走
妻	

（
須
）	

高
橋　

純
子

頼
久
寺
枯
山
水
に
冬
紅
葉	

（
須
）	

福
本　

和
恵

立
冬
を
過
ぎ
て
淋
し
き
茜
雲	

（
垂
）	

大
上　

昭
敏

福
は
内
卆
寿
の
豆
は
食く

ら

い
か
ね	

（
垂
）	

藤
田　

恵
子

爽
か
ぜ
と
旅
す
る
芒す

す

き
ど
こ
ま
で
も	

（
西
）	

北
野　

公
昭

兎
飼
ふ
朝
の
新
聞
読
み
も
す
る	

（
西
）	

小
幡
美
沙
子

ぽ
っ
か
り
と
ひ
と
り
歩
き
の
散
歩
道	

（
西
）	

芝
田　

律
子

冬
の
苔
樹
木
の
幹
や
薄
化
粧	

（
西
）	

寺
岡　

洋
子

紅
葉
が
り
老
人
会
や
バ
ス
十
五
台	

（
西
）	

濱濱
頭
ミ
ノ
ル

川
　
柳

川
　
柳

桂
木
ひ
ふ
み
会
（
北
区
）

来
生
を
信
じ
数
多
の
悪
は
置
き
土
産		

京
念
久
美
子

感
涙
す
勝
て
る
と
信
じ
ド
イ
ツ
戦	

	

笹
岡　

淑
子

百
歳
ま
で
も
生
き
た
親
で
す
我
も
ま
た		

杉
尾　

悦
子

僕
は
行
く
真
実
一
路
来
生
も　
　
　

		

大
和
ケ
ン
ト

筑
栄
会
（
北
区
）

リ
ー
ス
作
り
グ
ル
ー
ガ
ン
で
飾
り
つ
け	

三　

茶

疎
開
先
ウ
サ
ギ
を
追
い
し
と
き
の
声		

か
ほ
う

初
恋
の
人
が
出
る
夢
内
緒
だ
よ	

	

あ
き
ら

錦
秋
を
求
め
て
ぶ
ら
り
歩
こ
う
か　
　

	

ま
り
子

朝
ド
ラ
の
明
日
へ
つ
づ
き
に
ト
キ
メ
キ
を	

ま
さ
こ

桃
山
台
ク
ラ
ブ
文
芸
部
（
垂
水
区
）

初
詣
賽
銭
は
ず
み
福
願
う	

	
	

田
畑
美
恵
子

古
希
も
末
八
十
路
も
う
其
処
令
和
の
世	

小
髙髙　
　

肇

◆
個
人

眠
そ
う
だ
そ
れ
で
も
年
越
ソ
バ
を
作
る
母	

（
東
）		

早
川
キ
ミ
エ

ミ
ン
チ
に
ト
ロ
ミ
料
理
我
が
味
方
な
り	

（
東
）	

増
田　

芳
之

数
独
の
埋
め
ず
進
ま
ず
夜
ふ
け
る	

（
灘
）	

都
倉　

知
子

コ
ロ
ナ
禍
は
友
と
の
電
話
生
き
が
い
ぞ	

（
北
）		

か
ん
い
ち

諭
吉
去
り
し
ぶ
さ
わ
来
る
も
ご
円え

ん

な
し	

（
北
）		

北
野　

利
一

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
飲
み
方
知
ら
ず
見
て
暮
ら
す	

（
北
）		

宮
内
美
栄
子

干
柿
の
障
子
の
影
に
い
や
さ
れ
て	

（
西
）	

藤
長　

文
子

あとがき
　今号も、広報紙「KOBE シニアク
ラブ」をお読みいただきありがとう
ございます！　
　３月に入り少しずつ気温も高く
なって過ごしやすい日々になってき
ました。春が来たという感じですね。
さて 3 月は、旧暦では「弥生」と呼
ばれます。
　「弥生」とは、いよいよ草木が生い
茂るという意味だそうです。まさし
く新緑が深まっていく時期に当たり
ます。
　市老連の活動も深まってくるそん
な新年度にしたいものです。 
　

◆
個
人

く
り
返
す
季と

き節
の
移
ろ
い
哀
し
く
も
さ
あ
新
た
な
る
年
を
生
き
よ
う	

（
灘
）  

上
田　

節
子

凜
と
し
た
冷
た
き
朝
の
山
仰
ぎ
空
新
し
く
輝
け
る
な
り		

   	

（
中
）  

水
口　

敏
子

木
枯
ら
し
に
吹
き
落
と
さ
れ
た
か
り
ん
の
実
ま
ね
の
で
き
な
い
ジ
ャ
ム
茜
色   	

（
兵
）  

大
賀　

清
子

冬
空
に
白
煙
棚
引
く
火
葬
場
人
の
命
の
儚
さ
思
う	

	
	

（
須
）  

江
口　

啓
子

く
る
く
る
と
落
葉
の
ダ
ン
ス
風
の
歌
と
ま
っ
た
心
共
に
躍
り
て	

	

（
北
）  

箱
守
喜
久
子

終
活
は
し
な
い
で
お
い
て
と
子
は
眞
顔
目
を
通
し
た
い
老ば

ば母
の
人
生	

（
北
）  

眞
木
香
代
子

風
が
呼
び
雨
戸
が
答
へ
る
言
問
ひ
か
夜
な
が
の
寒
波
朝
ま
で
つ
づ
く	

（
西
）  

増
田　

當
代

テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
に
具
材
を「
ふ
り
出
し
」湯
を
そ
そ
ぎ
レ
ン
ジ
で
二
分
朝
の
み
そ
汁	
（
西
）  

松
浦　

妙
子

岩
岡
で
初
め
て
姫
路
中
学
校
卆
業
祖
父
を
誇
り
に
想
う	

	
	

（
西
）  

水
澤　
　

清

紀
州
路
へ
恵
方
三
社
の
初
詣
老
人
会
の
絆
深
め
て	

	
	

（
西
）  

吉
野　

洋
子

短　歌短　歌

とっておきの作品

【中央区】 二宮新栄クラブ　　あさとし

ハチドリと花

サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ

「とっておきの作品」募集

　会員の皆さまから、絵はがき＆色紙絵を募集し
ています。必要事項を記入したものを同封の上、
作品をお寄せ下さい。
必要事項　
①氏名（ふりがな）　②クラブ名　③題名
④郵便番号　⑤住所　⑥電話番号
※葉書サイズ（100mm× 148mm以内）・色紙サイズ
（242mm× 272mm以内）でお願いします。それ以外は
受付出来ません。
※作品は随時ご返却いたしますが、長期間お預かりする
場合がありますのでご了承ください。
※作品は丁重に取り扱いますが、損傷については理由の
いかんにかかわらず、一切の責任は負いません。

宛先 〒 650-0016 神戸市中央区橘通 3-4-1
　　　　KOBEシニアクラブ　
　　　　　「とっておきの作品」係

花
山
短
歌
会
（
北
区
）

左
手
を
右
手
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
つ
つ
思
う
今
日
の
私
の
心
を
正
す		

船
崎
め
り
子

土
筆
摘
み
ハ
カ
マ
を
と
り
て
調
理
し
て
春
の
よ
ろ
こ
び
友
ら
に
わ
け
む	

山
田
加
壽
代

ゆ
き
や
な
ぎ
眞
白
き
花
の
庭
に
ゆ
れ
風
の
か
た
ち
に
枝
の
ふ
く
ら
む	

古
林　

保
子

雨
降
り
て
歩
き
に
行
け
ず
家
の
中
ぐ
る
ぐ
る
回
り
歩
い
た
つ
も
り		

礒
元
カ
ヨ
子

君
か
ら
の
思
い
も
か
け
ぬ
贈
り
物
朝
の
太
極
拳
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
光
る	

清
水　

恵
子

リ
フ
ォ
ー
ム
せ
む
古
き
着
物
に
袖
通
し
し
み
じ
み
思
う
若
き
我
が
日
を	

木
下
い
く
子
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